第1回リニモ沿線地域づくり会議　会議概要

日時：平成21年8月21日（金）午前10時～正午まで

場所：愛知県立大学学術文化交流センター　多目的ホール

出席者：委員15名（代理含む）､事務局（愛知県地域振興部長､沿線市町担当部課長他）
開会

１　あいさつ（愛知県地域振興部長）
　　リニモ沿線地域づくり構想の推進を図り、まちづくりの機運を高めていくため、当地域のまちづくりに重要な役割を担っている方々の参画を得て、当会議を設置することとした。
リニモをこの地域のみならず、愛知の発展の基盤として最大限活用を図っていきたいと考えているので、忌憚のない意見を頂戴したい。

２　リニモ沿線地域づくり会議の設置について

　（事務局から資料１を説明）

３　委員長の選出

　　瀬口委員を委員長に選出

４　議題

(1) リニモ沿線地域づくり会議について

（事務局から資料２～３を説明）

(2) リニモ沿線の地域づくりの状況について

（事務局から資料４～９を説明し、その後、意見交換）

【委員からの主な発言】（順不同）
○　本学には１万人以上の学生が在籍しているが、かなりの学生が藤が丘からの名鉄バスを利用しており、学期初めの混雑が長年の課題でもある。改善策として、リニモの長久手古戦場駅からのシャトルバスの運行について名鉄バスと検討している。

○　沿線におけるハード整備事業は、時間はかかるが、定住人口を増やす確実な方法であり、ぜひ推進してほしい。
　　学生、会社員の通学、通勤利用の推進については、流れに任せていてもなかなか進まない。何かしらの誘導、支援を検討する必要がある。特に、学生については、大学コンソーシアムなどを通した検討が有効になるかもしれない。

○　本学は約3千5百名の学生が在籍している。現在、名鉄赤池駅とリニモ公園西駅から名鉄バスを運行しており、大学もかなりの経費負担をしている。
　　本学では社会人としての基礎力を育成することに取り組んでおり、当会議への参加をきっかけに、学生の調査研究・提言事業にも積極的に協力したい。

○　民間開発事業者としては、各駅周辺において区画整理などにより宅盤整備がなされ、利便施設が立地した段階で、戸建住宅、共同住宅の建設を検討したい。

○　本学には約６千名の学生が在籍している。リニモ開通後は、藤が丘からのシャトルバスを廃止するなど、リニモ利用への誘導を図ってきた。定期券の学生割引について配慮いただいているが、学生は定期券の購入割合が低く、プリペイドカードの利用が多いため、まだ割高感が強いようだ。
　　八草駅周辺には学生が立ち寄れる施設がないので、もっと、学生が楽しめるような沿線のまちづくりが必要ではないか。
○　ＮＰＯ・市民団体でリニモの応援、リニモを活かしたまちづくりに取り組んでいる。こうした中で、リニモ沿線に「歩いて楽しい小道づくり」を提案したい。沿線には素晴らしい施設がたくさんあるが、防犯上の問題もあって各施設がフェンスで囲まれており、施設の間を歩いて行き来できない。そのような施設の往来をできるようにすると、歩いて楽しめる小道ができていくのではないか。
○　リニモのダイヤは10分に１本と非常に利便性が高く、利用しないのはもったいない。ただ、観光で使ってもらうには、陶磁資料館や愛・パークは駅から遠いので、電動自転車のレンタルを検討してはどうか。
　　愛知環状鉄道との連携、鉄道として魅力を持つことも必要である。例えば、和歌山電鉄では、おもちゃ電車などのイベントにより、乗るのが楽しい電車とすることで全国から観光客が集まっている。リニモの車内でも、自然学習を行うなど乗るだけで海上の森、愛・パークなどへの期待が膨らむような工夫が必要ではないか。
○　国土交通省審議官による将来のまちづくりに関する講演会を聴く機会があったが、まちづくりにおけるモデル都市として、鉄道を機軸としたまちづくりが紹介されており、まさにリニモ沿線まちづくりに合致するケースで、構想の推進に大いに期待したい。
構想は各駅に特色があり、よくまとまっているが、公共交通機関による移動ができない人への配慮や各駅に利便施設を整備するなどの配慮も必要である。また、学生や研究者などが増えても通過するだけでなく、楽しめる施設も必要である。
○　当方の会員は大半が土地所有者であり、今後の宅地開発により転入してくる新住民に対して、貸し農園を提供して農業を楽しんでもらうなど、できる範囲で協力したい。
○　民間開発事業者としては、駅周辺の市街化区域への編入、商業施設などの誘致がされないと開発を検討しづらいところがある。商業施設は中規模でも良いので生活の利便性を高める施設を充実する必要がある。
○　リニモの地元として、リニモの知名度を高めて、楽しく乗ってもらえるようにお祭りなどのイベントを行っている。当初、リニモは知名度がなかったが、最近はイルミネーションや夏祭りのイベントを通して徐々に名古屋の人にも知られてきている。

学生の立場から、リニモをどのようにしたら楽しんで乗ってもらえるか、積極的な提言を伺いたい。ただ、リニモが高いと感じたことがあまりなく、感覚の違いがあることを認識した。
○　名古屋市東部や日進市、長久手町を対象にフリーペーパーを発行しており、リニモについて当社の読者に聞いたところ、30代女性からは、土地柄、転勤族が多いため、リニモの利便性をよく知らないのではないか、学生からは、運賃が高くて、利用しづらいという声があった。
　　平成17年度の万博後からみると平成20年度までリニモの利用者は着実に増加している。長久手町は、まだまだ人口が増加しており、Ｎバスのダイヤ改訂も含めて、リニモを新住民に対してしっかりアピールする必要があるのではないか。フリーペーパーでも協力していきたい。
○　10年ほど前から本学に通っているが、リニモ開通前のバスの時代に比べ、リニモ開通後は、運賃も安くなり、夜遅くまで利用できるようになるなど利便性は飛躍的に高まった。しかし、立地条件として市街地と離れており、大学と地域との連携に取り組んでいるものの、正直、その難しさを感じている。
　　構想については、理念が先行しており、今はまだ単純に駅周辺で飲食できる場所もないなど、町にあるべき楽しさ、面白さが無いのではないか。

　　学生が地域とつながりを持ち、連携が進むよう努力したい。
· 本学の学生は、基本的にリニモを利用しており、駐車場の利用規制も強化
し、リニモの利用促進に協力している。駅周辺の沿線開発が進み、魅力ある施設が整備されれば学生も一層利用すると思う。
· この会議は、ソフト事業を中心に議論し、提言していくとのことであり、
本日はまさに、住民の利便性などを考慮した沿線の施設同士の連携の必要性の提言もあった。このような連携が、地域づくりのポテンシャルを高くすることにつながるのではないか。

また、現在建設中の地球市民交流センターは屋上緑化を採用すると聞いて

おり、万博の理念継承という観点からも、地域において緑化率を高くするなどの取組を検討してはどうか。

　　沿線大学には、２万人以上の学生が在籍しており、学生の利便性向上を図
ることは重要な課題である。アルバイトできる場所を確保することも必要で
あり、学生の提言事業などを通して、学生の視点に立った地域づくりの検討
も必要ではないか。
５　その他

　　年明けに第2回会議を開催予定

（以上、文責事務局）
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